
 

 

 

 

 

＜いよいよ夏休み＞ 

 

大きな期待と少しの不安を胸に、玄関前で下校進児童生徒に「さようなら」と声掛けをして見送りま

した。今日は１学期終業式、本来であれば児童生徒が一同に集まって校長の話を聞き、各学部代表の児

童生徒が今学期に頑張ったことを発表する。そして夏休みの生活についての話を聞きそれぞれが楽しみ

にしている夏休みへの思いを高めていく大切な時間です。しかし、この夏も思いはかなわず、新型コロ

ナウイルス感染症の感染予防ということで各学部での終業式になりました。 

終業式では、モニターの映像を真剣に見てうなずく子供たちの姿がありました。目の前にいる子供た

ちは、新しい学校生活にしっかりとなじんで、いろいろな学習に向かい、着実にそれぞれのスタンスで

学んでいることを感じました。「子供の目線に・・・」と言っている自分がどこかこれまでの踏襲で物

事を考えていたのだなと反省させ

られました。 

話を終業式に戻します。子供た

ちが１学期の思い出として頑張っ

たことを発表してくれましたので

少し紹介します。 

小学部代表の児童は、運動会で

かけっこ、ダンス、鉄棒を頑張っ

たことや野菜を育てたこと、風で

動く車を作った事を話してくれま

した。 

中学部代表の生徒は、国語で音

読をしたことや作業の時間にのこ

ぎりやドライバーを使ったこと、

校外学習に行って楽しかったことなどを話してくれました。 

高等部代表の生徒は、運動会や現場実習で初めてのことにチャレンジしたことを話してくれました。 

「みんなよく頑張りました。 Good job !! 」という思いです。 

コロナ禍でいろいろと制限がある中での夏休みとなりますが、子供たちの好奇心が膨らみたくさんの

体験をして、それぞれに心の成長をしてくれることを期待しています。 

暑い日が続くと思いますが体調に気を付けて、この夏を乗り切ろう！ 

みなさん、夏休みのお願いも忘れずに！！ 
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＜夏休みのお願い＞ 

 

な つのあつさに 負けないで 

（生活のリズムを守ろう） 

つ めたいものの 食べ過ぎ 飲みすぎに 気を付けて 

（健康な生活を心掛けよう） 

や さしいことばに 気をつけて 

（事故・事件から身を守ろう） 

す すんでしよう お手伝い 

（家族や身近な人の役に立とう） 

み たり、聞いたり、遊んだり、いろいろな体験をしよう

（思い出を作ろう） 


